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　ひまわり畑として有名な休耕田はソバ
の花で白一色となりました。その広さは、
広島市民球場約５個分。
　ソバは 11月頃に収穫期を迎え、今春
から販売が始まった「三次霧下そば」の
原料やそば粉として供給されます。

ソバの花満開（君田町）

今月の
表紙みよしおでかけ ガイド

秋の行楽特集

○と　き　11月10日（土）　18時開場、18時30分開演
○ところ　はらみちを美術館
○入場料　1,000円　　○定　員　80名　事前にお申し込みください。
●申し込み・問い合わせ先　君田支所地域振興グループ
 （0824）53-2113　 （0824）53-2961
 kimita@city.miyoshi.hiroshima.jp

○会　期　10月26日（金）～11月25日（日）　10時～17時（月曜日休館）
○会　場　美術館あーとあい・きさ
○入場料　一般300（250）円
高校生以下、65才以上および身体障害者手帳などをお持ちの方および介助者は無料
※（　　）は20名以上の団体料金
　10月26日はロビーコンサート、呈茶を行います。

　私たちの郷土が生んだ現代日本画壇の巨匠、奥田元宋（1912-2003）。
生まれ故郷の豊かな自然を原風景として胸中に深く刻み、「元宋の赤」
に象徴される独自の芸術世界を築きました。
　元宋の生家に残された少年時代の「落書」や、1949年に描かれた
《翠巒（すいらん）》など、元宋の足跡を紹介する展覧会です。

●問い合わせ先　美術館あーとあい・きさ
 ・ 0824-43-2231　 info＠genso-sayume.jp

美術館あーとあい・きさ/吉舎歴史民俗資料館
リニューアルオープン記念「奥田元宋初期作品展」

あったかむらの小さな音楽会　　　

ジャン ショウイェン　二
に

胡
こ

コンサート
君  田

《翠巒（すいらん）》

3 ■ 広報みよし10月
MIYOSHI 2007 NO.43

No.043  2007.10.10
10月

October



《磁器の花瓶に生けた花》ヤン・ブリューゲル（子）帰属

みよしおでかけ ガイド
秋の行楽特集

あったかむらフェスティバル2007（君田）

　前夜祭の芸能発表会では、地元の芸達者な方たちが日頃の練習の成果を披露し
てくださいます。また28日はステージイベントや、おいしい物いっぱいのバザー、
福まきなど、皆で楽しめるイベントが盛りだくさんです。

●問い合わせ先　あったかむらフェスティバル実行委員会　 ・ （0824）53-2759

プラハ国立美術館展　ルーベンスとブリューゲルの時代
○会　期
　10月20日（土）～ 12月２日（日）
 10時～ 18時（会期中無休）
　※ 10月26日（金）・27日（土）・11月24日（土）・25（日）は22時
まで開館

○会　場
　奥田元宋・小由女美術館
○観覧料
　一 般 1,200（900）円
　ペアチケット 2,000円
　高校・大学生 600（400）円
　中学生以下 無　料
 ※（　）は前売りおよび20名以上の団体料金
 ※ペアチケットは一般男女のペアが対象

　ハプスブルク家・神聖ローマ皇帝ルドルフ二世の芸
術保護が母体となったプラハ国立美術館から、50点
以上の日本初公開作品を含む70点の17世紀フランド
ル絵画が三次にやってきます。
　中世のフランドル地方では芸術文化が円熟期を迎え
ていました。そうした中で台頭し17世紀ヨーロッパ
の絵画界に君臨したルーベンスや、農民の風俗画で一
世を風靡したブリューゲル一族、そして彼らの影響を
受けたフランドルの画家達の作品が一堂に揃います。
芸術の秋を一段と深く彩る世界をご鑑賞ください。

●問い合わせ先　奥田元宋・小由女美術館　 （0824）65-0010　 （0824）65-0012　 info＠genso-sayume.jp

○ところ　君田小学校体育館
○内　容　 芸能発表会、カラオケ大会、

神楽、バザーなど

10月27日（土） 19時～22時40分

○ところ　大柳文化公園野外ステージ
○内　容　 50ｍ巻寿司に挑戦、茜ヒロ子

歌謡ショー、バザーなど

10月28日（日） 10時～15時40分
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第15回みよし商工フェスティバル

　三次市・庄原市・広島県建築士
会県北支部・備北地区消防組合で
は、10月27日（土）・28日（日）に
行われる、みよし商工フェスティ
バルの会場で、「安心ですか　あ
なたの住まい」をテーマに、耐震・
リフォーム・防犯対策について、
建築士による『住宅相談会』を行
います。この機会に住宅や住まい
方について考えてみませんか。（住
宅相談会には、住宅図面などがあ
ればお持ちください。）

●問い合わせ先
　建設部あかるい住宅室
　 （0824）62-6161
　 （0824）62-6166
　  jyutaku＠city.miyoshi.hiroshima.jp

10月は「住生活月間」

みよし商工
フェスティバルで

『住宅相談会』

○と　き　10月27日（土）　11時～ 16時
　　　　　10月28日（日）　10時～ 16時
○ところ　広島県立みよし公園（カルチャーセンター）

　市内商工業者による大イベント「第15回みよし商工フェスティバル」が
開催されます。各種展示やステージイベント、大バザールなど楽しい企画
がいっぱいの２日間です。

●問い合わせ先　みよし商工フェスティバル実行委員会
　　　　　　　　（三次商工会議所内） （0824）62-3125　 （0824）63-5200

みよしおでかけガイド
秋の行楽特集

○いけ花展　10月27日（土）～ 28日（日） 三次市文化会館
○芸 能 祭　10月28日（日） 三次市文化会館
○俳句大会　11月10日（土） 君田生涯学習センター
○短歌大会　11月11日（日） 作木山村開発センター

　上記の日程で、第４回みよし文化祭を開催します。み
なさんのご来場をお待ちしております。

●問い合わせ先
　三次市文化連盟事務局（三次市文化会館内）
 0824-63-6335　 0824-63-6337

第４回みよし文化祭

○と　き
　10月21日（日）
 13時～ 16時
○ところ
　 みよしまちづ
くりセンター
○入場料
　無料
○内　容
　・ミニミニコンサート
　・講演会
　　　「悲しみを喜びにかえて」　講師：加藤りつこさん
　・ギター演奏と歌　藤

ふじ
原
わら
克
かつ
衞
えい
さん

　・パネル・作品展示

　こころもからだも健康で、いきいきと暮らせ
る社会づくりを目的に、こころいきいきフェス
タを開催します。

主催：広島県　共催：三次市
●問い合わせ先　福祉事務所　すこやか保健室
 0824-62-6232　 0824-62-6382
 hoken＠city.miyoshi.hiroshima.jp

こころいきいきフェスタ
inみよし 開催
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みよしおでかけガイド
秋の行楽特集

広島修道大学’07公開講座
三次のお姫様-阿久利姫とその周辺-

○と　き　11月３日（土）　10時30分～ 14時
○ところ　広島県立三次高等技術専門校
 （三次市十日市南六丁目14-１）
○内　容　実習公開、実習体験、実習作品の即売など
●問い合わせ先　広島県立三次高等技術専門校
 （0824）62-3439　 （0824）63-6888

三次高等技術専門校技能祭

○と　き　10月28日（日）　14時～ 16時
○ところ　三次市生涯学習センター（３階ホール）
○講　師　藤

ふじ

村
むら

　耕
こう

市
いち

さん
 （三次市文化財保護委員会委員長）
　石見銀山遺跡の世界遺産登録を記念し、江戸時代
の三次地方と石見銀山とのかかわりを学びます。

●問い合わせ先
　三次地方史研究会事務局（新

しん

祖
そ

） （0824）44-2694

三次地方史研究会公開講演会
近世期の石見銀山と三次地方

○と　き
　11月10日（土）
　13時～ 14時30分
○ところ
　 みよしまちづくり
センター

○講　師
　落合　　功
　 （広島修道大学
 商学部教授）
○受講料　無料
○定　員　200名
 （高校生以上）
○申し込み方法
　 往復はがきに、住
所・氏名・電話番
号を記入し、お申
し込みください。

○申し込み期限
　10月29日（月）必着

　広島修道大学’07公開講座では、三次藩主浅野長
治の娘、「瑤泉院阿久利姫」を中心に三次での様子を
紹介するとともに、藩における「姫＝女性」の実像に
迫ります。多くの受講者の参加をお待ちしています。

●申し込み・問い合わせ先
　広島修道大学総合研究所
　〒731-3195　広島市安佐南区大塚東1-1-1
 （082）830-1114　 （082）848-6655

みよし環境フェスタ2007

○と　き　11月４日（日）　10時～ 15時
○ところ　三次環境クリーンセンター
 （三次市廻神町1820番地12）

　「かいてき環境の日」にあわせ、「みよし環境フェ
スタ2007」を開催します。大好評のリサイクル品
の抽選会やクリーンセンター探検隊なども行いま
す。今年は、ソーラーカーや電気自動車もやってき
ます。お誘い合わせのうえ、お気軽にご参加くださ
い。

●問い合わせ先
　市民生活部かいてき環境室
　　　 （0824）62-6136　 （0824）63-2809
　　　 kankyo＠city.miyoshi.hiroshima.jp

電気自動車「i　MiEV」
三菱自動車工業㈱・中国電力㈱共同研究車輌
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問い合わせ先　三次市財務部　 （0824）62-6259　 （0824）62-6235

みよしおでかけガイド
秋の行楽特集

○と　き
　11月11日（日）　９時30分～ 15時
○ところ
　三次市福祉保健センターおよび周辺施設内
○内　容
　 内科・歯科医師による無料相談、ゲーム感覚で体
力チェック、福祉用具・介護用品の展示、フリー
マーケット、バザーなど（内容が変更となる場合
があります）

第４回みよし健康福祉まつり
たくさんのご来場をお待ちしています

第７回土木の日
親水公園フェスタinみよし

○と　き　11月11日（日）　10時～ 15時
○ところ　十日市親水公園
○内　容　 建設機械の展示、試乗、バザー、フリー

マーケット、展示物産コーナー、ふれあ
い体験コーナー

　土木の役割について理解を深めていただくため、
建設機械の試乗など体験型のイベントを行います。
お誘いあわせのうえ、お気軽にご来場ください。

●問い合わせ先　建設部あんしん建設室
　　　　 （0824）62-6305　 （0824）62-6166
　　　　 kensetsu＠city.miyoshi.hiroshima.jp

●問い合わせ先
　福祉事務所まごころ福祉室
　　　 （0824）62-6146　 （0824）62-6285
　三次市社会福祉協議会
　　　 （0824）63-8975　 （0824）62-6827

　地方切り捨て政策が続く中、地域経済の疲弊がひどくなっている。この動きを
反転させるには、経済の営みを一からやり直す意味を込めて農業に注目している。
　全国各地の「大地からの地域再生」の動きを紹介しつつ、地域活性のあり方を
ともに考えてみたい。

講演会の
お知らせ

金子　勝（かねこ　まさる）　1952 年生まれ　慶應義塾大学経済学部教授
東京大学経済学部卒業後、同大学大学院経済学研究科で学ぶ。東京大学社会科学研究所助手、茨城大学人
文学部講師、法政大学経済学部助教授・教授を経て、2000 年から現職。
専門は、制度経済学、財政学、地方財政論。
TBS「サンデーモーニング」や、テレビ朝日「朝まで生テレビ！」などに出演。また、CSの朝日ニュー
スター『ニュースにだまされるな！』では司会を務める。一方で、多忙の中でも執筆活動も盛んに行って
おり、新聞記事や雑誌への執筆、毎年数冊の単著本や共作本を執筆している。
著書『金子勝の食から立て直す旅－大地発の地域再生』（編著、岩波書店、2007 年）、『環境エネルギー革命』
（共著、アスペクト、2007 年）など多数。

地域切捨てと農業再生テ
ー
マ

慶応義塾大学　経済学部　金子 勝 教授講
師

とき　11月１日（木）19時～　　ところ　まちづくりセンター　ぺぺらホール

入場無料
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はらみちを美術館
入館者５万人達成

　

９
月
６
日（
木
）、
は
ら
み
ち
を
美
術

館
が
入
館
者
数
５
万
人
を
達
成
し
ま
し

た
。

　

５
万
人
目
の
入
館
者
は
、
三
次
町
在

住
の
尾お

﨑ざ
き

敬た
か

子こ

さ
ん
。

　

は
ら
み
ち
を
美
術
館
へ
の
来
館
は
今

回
が
初
め
て
だ
そ
う
で
す
。
尾
﨑
さ
ん
に

は
、
記
念
品
と
し
て
、
直
筆
色
紙
、
複

製
画
、
認
定
証
な
ど
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
は
ら
み
ち
を
美
術
館
で
は
特

別
展「
り
ま
あ
く
原
画
展
」を
開
催
中
で

す
。
10
月
28
日（
日
）に
は
、
は
ら
み
ち

を
さ
ん
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
初
期
か
ら
現
在

ま
で
の
画
風
や
タ
ッ
チ
の
変
化
を
は
ら

み
ち
お
さ
ん
の
解
説
で
鑑
賞
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

ギャラリートーク
○と　き　10月28日（日）　13時～
○ところ　はらみちを美術館
○入館料　大　人　300円（250円）
　　　　　高校生　150円（120円）
　　　　　（　）内は20名以上の団体料金
　　　　　 中学生以下、障害者手帳などを

お持ちの方および介助者は無料
●問い合わせ先　はらみちを美術館
　　　　　　　　　 （0824）53-7021

（0824）53-2119

　

青
少
年
育
成
三
次
市
民
会
議
で

は
、
９
月
10
日
（
月
）、
青
色
回
転

灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式
を
市
役

所
本
館
玄
関
前
で
行
い
ま
し
た
。
青

色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
子

ど
も
・
市
民
の
安
全
を
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。
出

発
式
後
に
は
、
青
色
回
転
灯
と
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
の
ス
テ
ッ
カ
ー

を
つ
け
た
車
で
、
市
内
中
心
部
を

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
各

地
域
で
、
週
１
回
以
上
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

市
民
と
子
ど
も
の
安
全
を
守
る

　

青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

市役所前からパトロール隊が出発

　

９
月
17
日
（
月
）
の
敬
老
の
日

を
中
心
に
、
市
内
各
所
で
地
域

主
催
の
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
１
０
０
歳
と
な
ら
れ

る
方
（
明
治
40
年
４
月
１
日
〜
明

治
41
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
は
30

人
。
ま
た
、
作
木
町
在
住
の
宮
﨑

コ
ミ
ヤ
さ
ん
（
１
１
０
歳
）
が
県

内
最
高
齢
者
と
な
ら
れ
、
市
長
が

祝
賀
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
体
に
気
を
付
け
て
、
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◆ 

長
寿
を
お
祝
い

市内各所で敬老行事

県内最高齢者の宮﨑コミヤさん

　
「
み
よ
し
の
匠
」
に
認
定
さ
れ

て
い
る
甲
奴
町
の
宮
地
健
さ
ん

が
、
９
月
21
〜
24
日
に
静
岡
県
で

開
催
さ
れ
た
「
第
42
回
全
国
左
官

技
能
競
技
大
会
」
に
関
東
地
区
代

表
と
し
て
出
場
さ
れ
、
見
事
準
優

勝
し
厚
生
労
働
大
臣
賞
に
輝
か
れ

ま
し
た
。

　

宮
地
さ
ん
は「
み
よ
し
の
匠
」認

定
後
、
さ
ら
な
る
技
能
の
習
得
を

め
ざ
し
て
群
馬
県
で
修
行
中
で
す
。

◆ 

お
め
で
と
う
！
準
優
勝

　

第
42
回
全
国
左
官
技
能
競
技
大
会

準優勝に輝いた宮地健さんと作品
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来てみんさい！住んでみんさい！
市外から転入される方への支援
●宅地購入奨励金制度
　市外在住の方が、市などの所有する対象分譲地
を購入された場合、土地に係る固定資産税額につ
いて５年間助成します。
【条　件】
①市内へ転入・定住目的のための購入であること
②対象地購入後、１年以内に新築すること

●新築奨励金制度
　市外在住の方が、市内に家屋を新築または購入
された場合、家屋に係る固定資産税額について５
年間助成します。
【条　件】
① 市内へ転入・定住目的のための新築または家屋
購入であること

起業家の方へ支援
●念願のお店を持つチャンスです　空き店舗対策事業
　空店舗を活用して、自分でお店を出したい方を対象に、店舗改装費の 1/2 以内（限度額 300 万円）の
助成を行います。

企業への子育て支援

オアシス三次！～人口増加推進プロジェクト～　いよいよ本格化！
～選ばれるまち「みよし」をめざして～　施策の一部を紹介します

●問い合わせ先　総務企画部企画調整担当　 （0824）62-6115　 （0824）62-6137

●企業事業主の皆さん、始めましょう！子育て支援
　お父さんお母さんが安心して子どもを産み育てられるよう、子育てと仕事が両立できる環境づくり
を目指し、企業への子育て支援を進めています。

三次市子育て支援
推進企業等登録事業

子育て支援を推進していこうとする企業に登録していただき、仕事
と子育てが両立しやすい環境づくりの推進などを実施していただく
制度です。まずは、労働局へ一般事業主行動計画策定届けを行い、
登録しましょう。

三 次 市 育 児 休 業
支 援 金 給 付 事 業

従業員が働きながら安心して子どもを産み育てるための育児休業取
得推進のために、企業に対して育児休業取得者の賃金補助を行う制
度です。

三次市子育て環境
整備助成金交付事業

子育て支援推進企業に登録した企業が、企業所内託児所の設置や、
保育スペースの増改築・遊具購入など、子育て環境を整備した場
合に補助を行う制度です。託児所などの整備には、総経費 10万円
以上 200万円を限度額とし、遊具などの購入については、１品目
１万円以上総額50万円を限度額として、いずれも購入経費の1/2
（千円未満切り捨て）を助成します。

三次市子育て支援
優良企業等表彰事業

子育て支援推進企業登録を行った企業で、従業員が仕事および子育
てが両立しやすい職場環境づくりに積極的に取り組み、その実績が
顕著な企業に対して表彰を行う制度です。

　市内の高校生を
対象に登録ステッ
カーのデザイン募
集を行い、三次高
校１年生の三上瑠
奈さんのデザイン
を採用しました。
　“親や地域の人が、子どもに愛情
を与えて育てていくことで、子ども
の心も体もぐんぐん伸びていく（芽）
ことが表現されています。”

子育て支援企業に登録
ステッカーを交付します。

●ふるさと三次応援団募集！
　人々が輝き、元気で明るい三次を築くため、様々な施策
にチャレンジしつつ自立した自治体となるよう頑張ってい
ます。
　もっとステキな三次をめざし、ふるさと三次を愛してく
ださる皆様の知恵やアイデア、そしてパワーをいただきた
いのです。ぜひ応援団に入団していただき、三次市の PR
やまちづくりへのご意見などをお寄せください。
　特別市民権会員（会費 3,000 円）と一般会員があります。
◆特別市民権会員　特別市民権会員カードを発行します。
【特 典】①宿泊情報、買物情報、観光情報、特産品情報、イ
ベント情報を提供し、三次での宿泊先や特産品を斡旋し

ます。②三次市内の指定されたお店でお買物をした場合
に割引・特典などがあります。③市外の会員の方には「広
報みよし」や「ふるさと三次応援団会報」をお送りします。

◆一般会員　 「ふるさと三次応援団会報」をお送りします。
入団登録は無料です。

【入団登録の方法】
　三次市ホームページからアクセスし入団登録を行ってく
ださい。インターネット環境をお持ちでない方は、総務企
画部企画調整担当までご連絡ください。

特別市民権会員への割引・特典などにご協力をいただける加盟店を募集しています。
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小
・
中
学
校
を
自
由
に
選
べ
ま
す

〜
平
成
20
年
度
学
校
選
択
希
望
を
受
け
付
け
ま
す
〜

　

三
次
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小
・
中
学
校
に
通
学
区
域
の
自
由
化
を

実
施
し
、
保
護
者
・
児
童
・
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
、
魅
力
あ
る
学
校
経
営
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
室

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
８
４

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
８

gakkou@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　

保
護
者
や
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
が

各
小
・
中
学
校
の
特
色
を
理
解
し
、
希

望
す
る
学
校
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
地
に
よ
り
決
め
ら
れ
た

指
定
学
校
へ
入
学
す
る
場
合
は
、
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

指
定
学
校
以
外
の
学
校
を
希
望
す
る

場
合
の
み
、
教
育
委
員
会
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
選
択
で
き
る
の
は
１
校
の
み

で
す
。

通
学
区
域
自
由
化
と
は
？

○ 

平
成
20
年
度
に
入
学
す
る
小
学
校
の

新
１
年
生

○ 

現
在
三
次
市
立
の
小
学
校
に
通
学
し

て
い
る
１
年
生
か
ら
６
年
生

○ 

現
在
三
次
市
立
の
中
学
校
に
通
学
し

て
い
る
１
年
生
か
ら
２
年
生

対
象
と
な
る
児
童
・
生
徒

　

対
象
と
な
る
児
童
・
生
徒
に
は
、
通

学
区
域
自
由
化
の
手
続
き
や
学
校
の
特

色
な
ど
を
紹
介
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

配
り
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
自
由
参
観
日
や
公
開
授

業
な
ど
も
案
内
し
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
付

○ 

住
所
地
に
よ
り
決
め
ら
れ
た
指
定

学
校
以
外
の
学
校
を
希
望
す
る
場
合

は
、「
学
校
選
択
希
望
届
出
書
」を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

届
出
書
は
各
小
・
中
学
校
ま
た
は
教

育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

○
届
出
書
提
出
期
間

　

11
月
１
日（
木
）
〜
11
月
30
日（
金
）

○
届
出
書
の
提
出
先

　

 

通
学
し
て
い
る
小
・
中
学
校
ま
た
は

教
育
委
員
会

学
校
選
択
の
方
法

　

通
学
中
の
安
全
管
理
、
通
学
手
段
な

ど
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
責
任
で
確

保
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
に
よ
り
遠
距
離
通

学
と
な
っ
た
場
合
の
通
学
費
は
保
護
者

負
担
と
な
り
ま
す
。

通
学
に
つ
い
て

　

各
小
・
中
学
校
の
受
入
れ
可
能
人

数
を
超
え
る
選
択
希
望
が
あ
っ
た
際
に

は
、
抽
選
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
入
れ
枠
を
超
え
れ
ば
抽
選
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合
併
後
の
一
番
の
課
題
と
し
て
人

口
減
少
が
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
問

題
は
、
三
次
市
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
日
本
国
内
共
通
の
課
題
で
あ
る

こ
と
は
確
か
で
す
が
、
今
回
「
オ
ア

シ
ス
三
次
！
人
口
増
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
ま
と
め
、
全
国
へ
三
次
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

団
塊
の
世
代
が
退
職
を
迎
え
ら
れ

る
今
日
、
Ｉ
・
Ｕ
・
Ｊ
タ
ー
ン
や
地

方
の
住
み
や
す
さ
が
全
国
的
に
も
話

題
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
三
次
市
の

財
政
状
況
も
好
転
し
て
い
ま
す
し
、

「
安
心
し
て
住
め
る
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」

（
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）
で
は
全
国

35
位
（
８
０
５
都
市
中
）、「
団
塊
世

代
『
住
み
や
す
い
街
』
ラ
ン
キ
ン
グ
」

（
月
刊
現
代
）
で
は
全
国
47
位
（
広

島
県
で
は
１
位
）、
高
度
情
報
化
を

示
す
「
ｅ
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
」（
日
経

パ
ソ
コ
ン
）
で
は
全
国
69
位
（
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
し
た
１
，
６
０
６
自
治

体
中
）
な
ど
、
確
実
に
高
い
評
価
を

し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内

容
を
全
国
の
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
頂

き
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
三
次
に

住
ん
で
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

　

最
近
は
、
職
員
採
用
試
験
も
全
国

か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
、

多
く
の
若
者
達
が
受
験
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
今
年
の
作
文
の
テ
ー
マ
は

「
三
次
の
『
定
住
対
策
』」
で
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
頂
き
ま
し

た
。
美
術
館
や
野
球
場
な
ど
の
整
備

や
環
境
対
策
に
対
し
て
は
比
較
的
評

価
の
高
か
っ
た
反
面
、
映
画
館
な
ど

の
娯
楽
施
設
や
都
市
機
能
（
特
に
交

通
ア
ク
セ
ス
）
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
課
題
が
あ
る
と
の
指
摘
も
多
く

頂
き
ま
し
た
。
20
代
、
30
代
の
若
い

年
代
の
皆
さ
ん
の
意
見
だ
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
し
っ
か
り
今
後
の

市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

た
だ
嬉
し
い
の
は
、
転
勤
な
ど

で
三
次
に
住
ん
だ
人
達
の
大
多
数
の

方
に
、
三
次
市
民
の
人
柄
の
良
さ
を

一
番
評
価
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
で

す
。
親
切
で
や
さ
し
く
温
か
い
。
こ

ん
な
市
民
の
多
い
地
域
を
定
住
で
売

り
出
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
で
す
。

三
次
市
民
一
人
ひ
と
り
の
皆
さ
ん
の

良
さ
を
デ
ー
タ
に
し
た
り
、
資
料
に

し
た
り
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す

が
、
三
次
に
接
し
て
頂
い
た
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ

り
を
通
じ
て
三
次
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
う
こ
と
、
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

●
市
長
室
専
用

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
０
０

（
０
８
２
４
）６
５

－

２
１
１
１

hirokoji@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　

三
次
産
こ
だ
わ
り
米
の
名
前
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
１
３
６
人
の
方
か
ら
１
７
１
点
の
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
、８
月
５
日
の
カ
ー

プ
観
戦
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
約
６
０
０
人
の
皆

さ
ん
に
投
票
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
山
口
県
の

田
口
加
代
さ
ん
が
応
募
さ
れ
た
名
前
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
「『
夢
と
元
気
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
』
の
『
夢
』
と
、

品
種
で
あ
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
『
ヒ
カ
リ
』
を
合
わ

せ
輝
く
夢
の
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
す
る
お
米
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
名
づ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
投
票
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
『
夢
ひ
か
り
』
の
販
売
拡
大
に
向

け
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

三
次
市
三
和
町
上
板
木
５
９
２
番
地

 

三
次
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
０
８
２
４
）５
２

－

３
９
６
９

（
０
８
２
４
）５
２

－

３
９
８
０

m
-nougyou-sc@

p1.pionet.ne.jp
『夢ひかり』こだわり米の

 名前決定

三次産 名前は
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市長室の窓！「人口増へ」
　　限りなき挑戦！

the voice of mayor

三次市長　𠮷
よしおか

岡広
ひろこ う じ

小路



みらいの

　

み
よ
し
運
動
公
園
は
、
平
成
元
年

に
都
市
計
画
決
定
を
し
ま
し
た
。
総

合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、整
備
を
行
っ
て
お
り
、ス
ポ
ー

ツ
を
中
心
と
し
て
市
民
が
楽
し
め
、

憩
え
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
広
域
交
通
の
結
節
点
と
し
て
の

利
点
を
生
か
し
、
よ
り
広
域
的
な
地

域
を
対
象
と
し
た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競

技
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
公
園
内
の
施
設
へ
の
ア
ク

セ
ス
・
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

都
市
計
画
内
容
の
変
更
（
公
園
区
域

三
次
圏
都
市
計
画（
公
園
）

変
更
説
明
会

の
拡
大
）を
行
う
予
定
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
次
の
と
お
り
住
民
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き

　

10
月
24
日（
水
）19
時
30
分
〜

○
と
こ
ろ

　

酒
屋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
部
み
ら
い
都
市
室

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
０

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
６

toshi@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

三次づくり

　

三
次
市
で
は
、「
三
次
発
！
地
方
分

権
」
を
め
ざ
し
て
、
広
島
県
か
ら
の

事
務
・
権
限
移
譲
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
10
月
26
日
か
ら
、
市
内

の
県
道
45
路
線
の
う
ち
、
20
路
線
の

管
理
権
限
の
移
譲
を
受
け
、
維
持
修

繕
業
務
、
除
雪
、
道
路
占
用
許
可
や

道
路
改
良
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

市
道
と
県
道
と
の
一
体
的
整
備
、

維
持
管
理
や
災
害
時
な
ど
の
迅
速
な

対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
17
年
６
月
か
ら
35
路

線
で
行
っ
て
い
る
県
事
務
処
理
特
例

条
例
に
よ
る
維
持
修
繕
業
務
な
ど
の

事
務
は
、
管
理
権
限
の
移
譲
に
伴
い

適
用
が
終
了
と
な
り
ま
す
。

◇ 

移
譲
路
線
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
広
報
紙
と
一
緒
に
配
布
し
て

い
る
路
線
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
道
20
路
線
の
管
理
を
三
次
市
が
行
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

・
道
路
維
持
修
繕
・
道
路
占
用
な
ど

　

 

建
設
部
あ
ん
し
ん
建
設
室

 

維
持
管
理
グ
ル
ー
プ

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
５
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
６

　

kensetsu@city.miiyoshi.hiroshima.jp

・
道
路
改
良
・
災
害
復
旧
な
ど

　

 

建
設
部
あ
ん
し
ん
建
設
室

 

土
木
建
設
グ
ル
ー
プ

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
５
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
６

　

kensetsu@city.miiyoshi.hiroshima.jp

・
用
地
買
収
・
補
償
な
ど

　

財
務
部
管
財
室
管
財
グ
ル
ー
プ

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
９

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
５

　

kanzai@city.miyoshi.hiroshima.jp

権限移譲の対象となる20路線
（市内で起終点の完結する路線）
路線番号 路　線　名

222 甲奴停車場線

223 吉舎停車場線

224 三良坂停車場線

225 塩町停車場線

227 志和地停車場線

228 三次停車場線

229 神杉停車場線

425 梶田三良坂線

426 太郎丸吉舎線

429 若屋秋町線

430 糸井塩町線

431 和知塩町線

432 青河江田川之内線

433 穴笠三次線

434 和知三次線

435 木呂田本郷線

436 香淀三次線

437 大津横谷線

440 羽出庭三良坂線

470 三次インター線

みよし運動公園現区域
（約26.0ha）

区域拡大部分
（約0.5ha）
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平成20年度

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
に
よ
り
、
癒
し
や
心
の

安
ら
ぎ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
人
が
動
物

好
き
と
は
限
り
ま
せ
ん
し
、
飼
い
方
を
め
ぐ
っ

て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
で
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

・ 

臭
い
や
鳴
き
声
が
近
所
迷
惑
と
な
ら
な

い
よ
う
、
飼
育
場
所
の
配
置
・
清
掃
な

ど
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

散
歩
中
も
飛
び
出
し
た
り
、
他
の
人
に

飛
び
か
か
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、
引
き

綱
を
き
ち
ん
と
持
ち
、
制
止
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

迷
子
札
を
つ
け
る
な
ど
、
迷
子
に
な
っ

た
時
の
為
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

猫
は
な
る
べ
く
室
内
飼
い
に
し
ま
し
ょ

う
。
交
通
事
故
や
病
気
、
望
ま
な
い
繁

殖
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・ 

猫
が
ご
近
所
の
敷
地
で
排
泄
を
し
、
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
自
宅
で
排
泄
を

す
る
よ
う
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
部
か
い
て
き
環
境
室

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
６

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

kankyo@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

人
と
ペ
ッ
ト
が
仲
良
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
大
切
に

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
地

域
文
化
の
振
興
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
を
目
的
と
し
て
助
成
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
事
業
の
財
源
に
は
、
全
国
自

治
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と
し
て
受

け
入
れ
る
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
が
充
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
振
興
部
自
治
振
興
室

（
０
８
２
４
）６
４

－
０
０
９
１

（
０
８
２
４
）６
４

－
０
０
６
７

jichi@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

平成19年度助成団体 主な購入品
神杉地区自治会連合会 早乙女衣装、法被など
三 次 童 心 太 鼓 長胴太鼓、平太鼓など
吉舎町自治振興連合会 デジタル印刷機など

購入した衣装で行われた神杉大田植え

　

三
次
市
で
は
、
行
政
相
談
週
間
に
合

わ
せ
て
「
一
日
総
合
相
談
室
」
を
開
設
し
、

国
の
機
関
を
は
じ
め
、司
法
書
士
な
ど
が
、

各
分
野
の
専
門
的
な
立
場
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

10
月
19
日（
金
）

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

○
と
こ
ろ　

み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

○
参
加
予
定
機
関

　

 

中
国
四
国
管
区
行
政
評
価
局
、
広
島
法

務
局
三
次
支
局
、
三
次
社
会
保
険
事
務

所
、広
島
司
法
書
士
会
、三
次
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
、行
政
相
談
委
員
、三
次
市

　

※ 

年
金
記
録
問
題
な
ど
の
具
体
的
相
談

に
つ
い
て
は
、
一
旦
持
ち
帰
り
、
後

日
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

※ 

各
種
相
談
窓
口
は
、
常
時
開
設
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
「
三
次
市
各
種

相
談
窓
口
一
覧
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ひ
と
づ
く

り
推
進
室
生
活
相
談
グ
ル
ー
プ
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
秘
書
広
報
担
当

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
９
６

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２
３

hisyo@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　

一
日
総
合
相
談
室

　

市
立
三
次
中
央
病
院
で
は
、
次
の
日
程

で
電
気
設
備
の
定
期
点
検
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、一
時
的
に
停
電
を
す
る
た
め
、

外
来
救
急
患
者
様
の
診
療
お
よ
び
入
院
患

者
様
へ
の
面
会
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

○
と
き　

10
月
28
日（
日
）８
時
〜
15
時
30
分

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
病
院
部
病
院
企
画
室

（
０
８
２
４
）６
５

－

０
１
０
１

（
０
８
２
４
）６
５

－

０
１
５
０

byouin@
m
iyoshi-central-hospital.jp

市
立
三
次
中
央
病
院
か
ら

電
気
設
備
定
期
点
検
の
お
知
ら
せ
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車椅子席・託児・無料シャトルバスもあります。詳しくは、三次市ホームページ（行事予定）で！

ローソンチケット（Ｌコード：６５９３４）、ＣＣプラザ、サングリーン、フタバ図書三次店、廣文館フレスタ三次店、三次市役所、各支所ローソンチケット（Ｌコード：６５９３４）、ＣＣプラザ、サングリーン、フタバ図書三次店、廣文館フレスタ三次店、三次市役所、各支所

青
少
年
育
成 

八
次
町
民
会
議

子
ど
も
の
見
守
り
看
板
設
置
！

　

今
年
で
５
回

目
と
な
り
、
地

域
行
事
と
し

て
定
着
し
た

「
ウ
ォ
ー
タ
ー

ラ
ン
ド
川
西

　

夕
べ
の
つ
ど

い
」
を
、
８
月

４
日（
土
）に
開
催
し
ま
し
た
。

　

川
西
小
学
校
裏
、
美み

波は

羅ら

川
の
河
川

敷
に
整
備
さ
れ
た
親
水
公
園
に
、
小
学

校
児
童
や
園
児
、
地
域
住
民
多
数
が
集

い
ま
し
た
。
川
西
音
頭
を
踊
り
、
児
童

や
園
児
が
平
和
を
願
っ
て
作
っ
た
灯
ろ

う
を
流
し
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
の
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
魅
力
あ
る
学
校
環
境

の
創
造
と
大
人
と
子
ど
も
の
交
流
、
平

和
の
願
い
の
継
承
、
そ
し
て
故
郷
の
自

然（
川
）へ
の
愛
着
を
深
め
る「
ま
め
な

川
西
い
つ
わ
の
里
づ
く
り
」
の
大
切
な

行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

八
次
町
民
会
議
で
は
、
地
区
内
12
カ

所
に
『
私
た
ち
は
、
子
ど
も
達
の
安
全

を
地
域
ぐ
る
み
で
見
守
っ
て
い
ま
す
』

と
記
し
た
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
安
心

の
ア
ピ
ー
ル
と
、
青
少
年
育
成
活
動
に

対
す
る
地
域
社
会
の
意
識
や
関
心
を
高

め
、
私
た
ち
大
人
の
責
任
を
再
認
識
す

る
も
の
で
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
八
次
地
域
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
が
事
件
に
巻
き
込
ま

れ
る
な
ど
特
別
な
事
案
は
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
未
然
防
止
の
た
め
、
定
期

的
な
夜
間
巡
回
活
動
を
４
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
地
道
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
女
性
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

多
く
の
方
々
の
積
極
的
な
参
加
の
も

と
に
、
朝
夕
の
挨
拶
や
声
か
け
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
育
成 
川
西
町
民
会
議

ま
め
な
川
西
い
つ
わ
の
里

ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
川
西 
夕
べ
の
つ
ど
い
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青
少
年
育
成
だ
よ
り



　●問い合わせ先
　市民生活部資源リサイクル室
　　（0824）66－ 3449
　　（0824）66－ 3168
　　shigen@city.miyoshi.hiroshima.jp

　「もっといろんな交換品があったら」という、みなさんの要望にお応えし、10月から「再生品・環境
配慮商品」をはじめ、環境にやさしい商品18品目を追加しました。
　「再生品・環境配慮商品」などの交換方法および種類は次のとおりです。

ノー包装運動の「お楽しみ」が増えました！

　リサイクルされた商品を私た
ち消費者がもう一度利用して、
初めて資源の循環の輪が広がり
ます。再生品や環境に配慮した
商品を利用することも、循環型
社会を推進するためにはとても
重要なことです。
※ 「再生品・環境配慮商品」は次
のようなマークが目印になっ
ています。

「再生品・環境配慮商品」の利用を推進しましょう。
エコマーク
　環境への負担が少なく、環境保
全に役立つと認定された商品に表
示されるもの。

グリーンマーク
　古紙を再生利用した製品である
ことを示すマーク。

Ｒマーク
　再生紙であることを示すマー
ク。Ｒの隣の数字は、古紙の配合
率を表すもの。

ペットボトルリサイクル推奨マーク
　ペットボトルの再利用品に表示
されています。

牛乳パックリサイクルマーク
　回収された牛乳パックを再生利
用したトイレットペーパーなどに
表示されています。

ポイント 交換品の種類

50
（カード１枚）

①ボールペン
②シャープペンシル
③ノート（キャンパス）
④石鹸（３個組）
⑤セロテープ（５個組）

100
（カード２枚）

①ゴム手袋（台所用）
②スティック糊（３個組）
③フラットファイル（３枚組）
④台所用洗剤（無添加）
⑤水切り袋（排水口用）
⑥トイレットペーパー（12ロール）
⑦カッターナイフ

150
（カード３枚）

①洗濯用石鹸（無添加）
②トイレットペーパー（18ロール）
③買い物袋（携帯）
④買い物袋
⑤買い物袋（保冷タイプ）
⑥軍手（滑り止めゴム）

●ポイントと交換品の種類

●交換方法
１　申込による交換
　 　市役所受付（本館・東館）、支所、資源リサ
イクル室（三次環境クリーンセンター内）に備
え付けの申込書にポイント数、住所、氏名、電
話番号、希望の交換品を記入して申し込んでく
ださい。
　 　なお、交換品のお届けに数日かかりますので、
ご了承ください。
２　協力店で直接交換（申込書不要）
　 　サングリーンおよびCCプラザの１階イン
フォメーション（受付）で直接交換ができます。
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身
近
な
場
所
で
集

い
、
遊
び
、
相
談

で
き
る
よ
う
、
保

育
所
を
地
域
へ
開

放
し
ま
す
。

気
軽
に
遊
び
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
な
ど

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

保
育
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 保

育
所
開
放

行事名 と　き ところ 対　象 その他

パパママ
スクール

10月22日（月）
13時30分～ 16時

三次市
福祉保健センター３階

妊婦さんと
その家族

もうすぐお父さん・お母さんになる方を対象にパパママ
スクール（マタニティークラス）を開催します。ご夫婦で
の参加もお待ちしていますので、子育てのノウハウを一
緒に学び、体験しましょう！

子育て相談 10月23日（火）
９時30分～ 11時

三次市
福祉保健センター３階

乳幼児と
その保護者

身体計測、離乳食、食事、育児のことなど気軽にご相談
ください。また友達づくりに来てみませんか？

BCG
予防接種

10月24日（水）
（受付時間）
13時～ 13時30分

みよしまちづくり
センター

市内に住所がある
生後３カ月～
６カ月未満の乳児

生後３カ月を過ぎたら６カ月までの早い時期にBCG接種
を受けましょう。
BCG接種後、他の予防接種を受けるときには、27日以
上の間隔をあけてください。

離乳食講座
10月26日（金）
13時30分～
 15時30分

吉舎保健センター
６カ月以上の
乳児を子育て中の

保護者

みんなで一緒に離乳食を作って、楽しく交流しましょ
う！託児も行いますので、事前にお知らせください。
※10月19日（金）までにお申し込みください。

行事のお知らせ

　広島県備北こども家庭センターでは、次の日程
で「特別巡回児童相談」を行います。子育てに関
する悩みや不安を感じておられる方、この機会に
ぜひご利用ください。ご利用希望の方は事前にす
くすく育児支援室へお申し込みください。

と　き ところ 申し込み期限

10月24日（水） 三次市
福祉保健センター 10月22日（月）

11月20日（火） 吉舎
保健センター 11月16日（金）

子育てサポート事業

まかせて会員講習会
　子育ての援助をしたい方を対象にした「まかせ
て会員講習会」を開催します。
　ぜひ、受講してください。
　受講を希望される方は、11月28日（水）までに
電話かファックスでお申し込みください。
　託児あり（要予約）
○と　き　11月30日（金）　９時30分～ 12時
○ところ　三次市福祉保健センター
 ３階多目的室
○対象者　 三次市に住所があり、子育ての援助が

したい人

三次市子育てサポート事業とは…
　育児の援助を受けたい人（おねがい会員）と応
援したい人（まかせて会員）が会員となり、子育
てを助け合う活動です。
○援助活動の内容
　・保育施設の保育開始前や終了後子どもを預かる
　・学校の放課後、子どもを預かる
　・必要に応じて子どもを預かる など

平成19年度特別巡回児童相談
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子育て情報の問い合わせ先
子育て支援局すくすく育児支援室

（0824）62－ 6148　 （0824）62－ 6300
ikuji@city.miyoshi.hiroshima.jp

子育て応援ダイヤル　 （0824）64－ 6011

すくすく育児CHILD CARE MIYOSHIINFORMATION



　

障
害
者
（
身
体
・

知
的
・
精
神
）
の
生

活
や
就
労
、
ご
家
族

の
悩
み
な
ど
の
相
談

を
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
員
な
ど
が

行
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
１

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
２

support@
p1.pionet.ne.jp

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
６

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
５

fukushi@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

こ
こ
ろ
の
病
が
あ
る
方
の

「
家
族
の
た
め
の
学
習
会
」

　

精
神
科
医
師
を
囲
ん
で
、
こ
こ
ろ
の
病

が
あ
る
方
の
ご
家
族
や
支
援
者
の
た
め
の

学
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

主
に
、
統
合
失
調
症
に
関
す
る
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
匿
名
で
参
加
で
き

ま
す
の
で
病
気
に
関
す
る
疑
問
、
家
族
や

支
援
者
と
し
て
の
悩
み
な
ど
、
心
を
開
い

て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と　

き　

10
月
24
日（
水
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
と
こ
ろ

　

三
次
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

４
階
研
修
室

●
講　

師

　

三
次
病
院　

佐
々
木
康
吏
医
師

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
１

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
２

support@
p1.pionet.ne.jp

　

重
度
ま
た
は
中
度
の
障
害
の
あ
る
人
に

対
す
る
生
活
支
援
制
度
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
手
当
制
度
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の

手
当
も
認
定
に
際
し
、
障
害
の
内
容
や
状

態
、
所
得
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
審
査
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
の
在
宅
の
重
度
障
害
者
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）
で
常
時
介
護
の
必
要

な
人
に
対
し
、
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
〔
支
給
額
〕２
６
，
４
４
０
円（
月
額
）

●
障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
の
重
度
障
害
児
（
身
体
・
知

的
・
精
神
）
で
、
日
常
生
活
が
著
し
く
制

限
さ
れ
介
護
を
要
す
る
人
に
対
し
、
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
〔
支
給
額
〕１
４
，
３
８
０
円（
月
額
）

●
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
事
務
所
ま
ご
こ
ろ
福
祉
室

障
害
者
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

障
害
の
あ
る
人
へ
の

手
当
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

と　　き と　こ　ろ

11月５日（月） 作木支所

11月６日（火） 布野保健福祉センター

11月８日（木） みわ保健センター

11月12日（月）君田保健センター

11月13日（火）甲奴老人福祉センター

11月15日（木）吉舎保健センター

11月16日（金）みらさか福祉センター
相談時間はいずれも10時～ 12時

「みよし美容飲料」

【ふるさとホットワインのおいしいお話】
　巴郷ワインとレモン汁を混ぜ合わせ、温めた飲料です。
　ふくよかな甘味と滑らかな酸味が特徴の巴郷ワイン（白）を
使い、ゆずの香りをプラスしてあることで、リラックスできま
す。
女性がお好みのちょっぴり甘めなのが特徴です。

売価

350円
美容テーマ
　 寒い冬でもカゼ知らず　
心も体もぽっかぽか

使用している特産品
　 巴郷ワイン（白）・ゆず

提供期間
　12月・１月・２月

ふるさとホットワイン

●問い合わせ先　三次市東酒屋町445番地の３　㈱広島三次ワイナリー　 （0824）64-0200　 （0824）64-0222
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ハツラツ
応援隊

ハツラツ
応援隊
ハツラツ
応援隊



一人で悩まずご相談ください。
 （相談窓口のご案内）

地
域
の
健
康
づ
く
り
の
助
っ
人
、

「
す
こ
や
か
応
援
隊
」
を

募
集
し
ま
す

《作り方》
①ボウルにみじん切りにしたニラと肉を入れる。
②調味料を加え、よくこねる。
③ ぎょうざの皮に②を親指大くらい取り、ぎょうざの形
にする。（２つおりの半月でもよい）

④ しっかり熱したフライパンに油を敷き、③を並べて焼
き色をつけ、裏返して弱火にし、ふたをして４～５分
こんがりと中まで焼き上げる。

愛 菜
キッチン
愛 菜
キッチン

旬の野菜たっぷりの
超
・

か
・

ん
・

た
・

ん
・

料理を紹介します。

《１人分》エネルギー：232kcal　たんぱく質：13.7g

ニラ肉ぎょうざ

私は畑の隅に植えられていて忘れられそうだ
けど、切っても切っても生えてくる元気な緑
黄色野菜なの。特有の香りが旨みとスタミナ
のもと硫化アリルで、疲労回復や滋養強壮に
効果を発揮。冷え症改善や風邪予防にも効果
的よ。寒い冬に備えて炒め物・酢の物・鍋物
などでしっかり食べてね！

…ひとりごと

　

食
生
活
を
中
心
に
健
康
を
考
え
る
「
す

こ
や
か
応
援
隊
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）」

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

食
生
活
の
変
化
と
と
も
に
生
活
習
慣
病

が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
食
は
病
気
と
深

い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　
「
健
康
は
自
分
で
つ
く
り
だ
す
も
の
で

す
。」
こ
の
講
座
で
食
と
健
康
に
つ
い
て

学
び
、
家
族
や
お
友
達
へ
健
康
の
輪
を
広

げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

●
と　

き

　

①
11
月
７
日（
水
）②
11
月
15
日（
木
）

　

③
11
月
19
日（
月
）④
11
月
26
日（
月
）

　

⑤
12
月
３
日（
月
）（
全
５
回
20
時
間
）

　
　

10
時
〜
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
（
１
回
目
は
15
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

三
次
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

 

三
次
市
在
住
で
、
で
き
る
だ

け
全
課
程
に
出
席
で
き
る
方

●
定　

員　

30
名（
無
料
）

●
申
し
込
み
締
め
切
り

　

11
月
５
日（
月
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
事
務
所
す
こ
や
か
保
健
室

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
２

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
２

hoken@
city.m

iyosi.hirosim
a.jp

　歯間清掃用具は自分の歯にあったものを使いま
しょう。初めて使う時は歯科医院などで正しい使い
方を教えてもらいましょう。

　デンタルフロスや歯間ブラシを使ったことがあ
りますか？歯と歯の間は汚れがたまりやすく、歯ブ
ラシだけではきれいに汚れを落とすことができませ
ん。これらの歯間清掃用具を上手に使い、むし歯や
歯周病を予防しましょう。

《材料　２人分》
ニラ………………………………………１束（100g）
豚ミンチ（合挽き） ……………………100g
　しょうゆ………………………………大さじ１
　こしょう………………………………少々
　ごま油…………………………………小さじ１
市販ぎょうざの皮………………………20枚

眠
っ
て
い
る
筋
肉
を

呼
び
起
こ
そ
う
！

　

今
月
も
足
の
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。

軽
視
し
が
ち
な
足
の
指
。
足
の
指
も
使
わ

な
い
と
衰
え
て
き
ま
す
。
足
の
指
を
し
っ

か
り
広
げ
、
踏
ん
張
る
こ
と
で
石
や
段

差
で
つ
ま
ず
き
転
ぶ
こ
と
が
少
な
く
な

り
ま
す
。
先
月
号
で
紹

介
し
た
足
も
み
体
操
と

合
わ
せ
て
や
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

足
も
み
体
操
を
や
っ

た
後
は
、
お
弁
当
を

持
っ
て
、気
持
ち
良
く
、

山
登
り
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク

な
ど
に
出
か
け
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？

◇歯間ブラシ
　 　歯のすき間に入れ前後に動かします。歯ぐきの
マッサージ効果も期待できます。

◇デンタルフロス（糸ようじ）
　 　歯間ブラシが入りにくく、
歯のすき間の狭い人向けで
す。前後にスライドさせな
がら歯と歯の間に入れ、歯
ぐきを傷つけないようゆっ
くり動かします。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
地
域
保
健
所　

保
健
対
策
係

（
０
８
２
４
）６
３

－

５
１
８
１

（
０
８
２
４
）６
３

－

５
１
９
０

行事名 と　き 受付時間 ところ

心の
健康相談

10月16日
（火）

13：30

～

14：30
備
北
地
域
保
健
所
相
談
室

アルコール
相談

10月26日
（金）

13：30

～

14：30

エイズ
検査・相談

11月14日
（水）

13：00

～

15：00

ご利用の前には、事前にご予約ください。

歯と歯の間の
お手入れ

健
けん こ う

口バンザイ
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すこやか保健室です

はちにんこ



く ら し 役 立 ち 情 報く ら し 役 立 ち 情 報

 

○ 

平
成
20
年
４
月
ま
で
に
新
し
い
保
険
証

を
届
け
ま
す

　

新
し
い
制
度
に
伴
い
、
個
人
証
と
し

て
一
人
ひ
と
り
に
保
険
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
で
は
、

加
入
す
る
医
療
保
険
か
ら
交
付
さ
れ

る
被
保
険
者
証
と
市
町
か
ら
交
付
さ
れ

る
老
人
保
健
受
給
者
証
の
２
種
類
を
医

療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
は
広
域
連
合

が
発
行
す
る
保
険
証
（
被
保
険
者
証
）

の
み
を
提
示
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
加
入
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

　

現
在
、
老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受

け
て
い
る
方
は
、そ
の
ま
ま
引
き
続
き
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
。

○ 

医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割
合
は
変
わ

り
ま
せ
ん

　

現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
同
様

に
、
一
般
の
方
は
１
割
、
現
役
並
み
所

得
者
は
３
割
と
な
り
ま
す
。

○
保
険
料
は
一
人
ひ
と
り
が
納
付
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
被
保
険

者
の
保
険
料
を
制
度
運
営
の
財
源
と
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
社
会

保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
る
人
も
、
新
し

い
制
度
に
お
い
て
は
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
は
所
得
に
よ
っ
て
決

ま
り
、
原
則
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
生
活
部
さ
わ
や
か
市
民
室

 
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
４

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

shim
in@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

 

広
域
連
合
業
務
課
業
務
係

（
０
８
２
）５
０
２

－

７
８
２
２

（
０
８
２
）５
０
２

－

７
８
４
４

info@
kouiki-hiroshim

a.jp

平
成
20
年
４
月
か
ら

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」が
始
ま
り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
、
現
行

の
老
人
保
健
制
度
に
代
わ
る
75
歳
以
上

の
方
と
一
定
の
障
害
が
あ
る
65
歳
以
上

の
方
が
受
け
る
医
療
保
険
制
度
で
す
。

○
支
給
月
額

　

特
Ⅰ
種

　
　

定　

額 

６
８
，
４
４
０
円

　
　

上
限
額 

１
３
６
，
８
８
０
円

　

Ⅰ　

種

　
　

定　

額 

５
８
，
５
７
０
円

　
　

上
限
額 

１
０
８
，
０
０
０
円

　

Ⅱ　

種

　
　

定　

額 

２
９
，
２
９
０
円

　
　

上
限
額 

５
４
，
０
０
０
円

○
支
給
期
間

　

 

申
請
を
受
理
し
た
月
か
ら
介
護
料
を
支

給
す
べ
き
事
由
が
消
滅
す
る
月
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
広
島
主
管
支
所

（
０
８
２
）
２
９
７

－

２
２
５
５

交
通
遺
児
等
（
育
成
資
金
）

貸
付
・
介
護
料
支
給

【
交
通
遺
児
等
（
育
成
資
金
）
貸
付
】

　

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
ま
た
は
、

重
度
後
遺
障
害
者
に
な
ら
れ
た
方
の
お
子

さ
ん
（
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
）
に

対
し
て
、
育
成
資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し

し
ま
す
。

○
貸
付
金
額

　

一
時
金 

１
５
５
，
０
０
０
円

　

毎　

月 

２
０
，
０
０
０
円

　

入
学
支
度
金
（
小
・
中
学
校
入
学
時
）

 

４
４
，
０
０
０
円

○
貸
付
期
間

　

 

貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学
校
卒
業

の
月
ま
で

○
返
還
期
間

　

 

中
学
校
卒
業
後
６
カ
月
ま
た
は
１
年
間

据
え
置
い
た
後
、
月
賦
ま
た
は
半
年
月

賦
併
用
に
よ
る
20
年
以
内
の
均
等
払
い

　

※ 

高
校
・
大
学
な
ど
へ
進
学
し
た
場
合
、

在
学
中
は
返
還
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

【
介
護
料
の
支
給
】

　

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
、
重
度
後
遺
障

害
者
（
自
賠
法
施
行
令
別
表
第
一
の
「
第

１
級
１
・
２
号
」「
第
２
級
１
・
２
号
」
に

該
当
）
に
な
ら
れ
た
方
で
、
介
護
を
必
要

と
さ
れ
る
方
に
対
し
て
介
護
料
を
支
給
し

ま
す
。

　市役所や支所に設置した募金箱に、
市民の皆様から 87,263 円が寄せられ
ました。募金は一日も早い復興を願う
気持ちを添えて、新潟県災害対策本部
に送金いたしました。

新潟県中越沖地震
災害見舞募金にご協力
ありがとうございました

18広報みよし10月 ■
MIYOSHI 2007 NO.43

19 ■ 広報みよし10月
MIYOSHI 2007 NO.43



く ら し 役 立 ち 情 報く ら し 役 立 ち 情 報

　

三
次
市
で
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
利

用
と
堆
肥
に
よ
る
土
づ
く
り
を
行
い
、
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
を
推
進
す
る

た
め
、
堆
肥
の
購
入
費
に
対
し
て
補
助
を

行
い
ま
す
。

○
対
象
者

　

 

市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
が
指
定
す
る

振
興
作
物
（
※
）
の
生
産
を
行
っ
て
い

る
方
で
、
対
象
と
な
る
堆
肥
を
１
ｔ
以

上
購
入
さ
れ
た
方

○
対
象
と
な
る
堆
肥

　

・ 

市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
生
産
者

お
よ
び
販
売
者
の
堆
肥

　

・ 

肥
料
取
締
法
に
基
づ
き
販
売
業
務
の

届
出
を
行
っ
た
方
か
ら
購
入
し
た
堆

肥

　

・ 

振
興
作
物
の
栽
培
の
た
め
に
散
布
さ

れ
た
堆
肥

○
補
助
金
額

　

 

対
象
と
な
る
堆
肥
を
購
入
し
た
経
費
の

１
０
０
分
の
20
以
内
（
散
布
費
用
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
）

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

 

補
助
金
交
付
申
請
書
、補
助
金
請
求
書
、

領
収
書
な
ど
購
入
金
額
の
確
認
で
き
る

も
の

○
申
し
込
み
締
め
切
り

　

平
成
20
年
３
月
31
日（
月
）

※
市
の
振
興
作
物

　

 

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
へ
出
荷
す
る
野
菜
、
菊
、
麦
、
大

豆

　

地
域
振
興
作
物

　
旧
三
次
市

－

ぶ
ど
う

　

作
木
町

－

な
し
、
リ
ン
ド
ウ

　

吉
舎
町

－

や
ま
の
い
も
、
柿

　
三
良
坂
町

－

ぶ
ど
う

　

三
和
町

－

こ
ま
つ
な
、
メ
ロ
ン
、
酒
米

　

甲
奴
町

－

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
リ
ン
ド
ウ

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
部
ふ
る
さ
と
農
林
室

 

農
林
振
興
グ
ル
ー
プ

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
３

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
１
７
２

nourin@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　

三
次
市
で
は
、「
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
」な
ら
び
に「
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
」に
よ
り
国
か
ら
交
付
金
を
受
け

て
い
る
地
域
外
の
農
家
を
対
象
に
、
農
村
資

源
の
保
全
活
動
・
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組

み
に
対
し
て
、
団
体
補
助
に
と
ど
ま
ら
ず
１

戸
か
ら
そ
の
経
費
を
助
成
し
て
い
き
ま
す
。

○
助
成
対
象
地
域

　

① 

農
地
（
畦
畔
部
を
含
む
田
・
畑
（
樹

園
地
を
含
む
）・
草
地
）

　

② 

面
積
が
10
ａ
以
上
の
団
地
（
連
担
し

て
な
く
て
も
よ
い
）

　

※ 

都
市
計
画
区
域
内
の
農
地
も
対
象
に

な
り
ま
す

○
申
請
窓
口　

　

 

事
業
申
請
な
ど
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
三

次
市
土
地
改
良
区
が
窓
口
と
な
り
ま

す
。（
受
け
付
け
随
時
）

三
次
市
十
日
市
西
六
丁
目
10
番
55
号

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
４
０
６

（
０
８
２
４
）６
２

－

８
９
９
２

●
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
部
ふ
る
さ
と
農
林
室

 

農
村
整
備
グ
ル
ー
プ

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
７

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
１
７
２

ま
た
は
各
支
所
地
域
整
備
グ
ル
ー
プ

君　

田

（
０
８
２
４
）５
３

－

２
１
１
２

（
０
８
２
４
）５
３

－

２
９
６
１

布　

野

（
０
８
２
４
）５
４

－
２
１
１
２

（
０
８
２
４
）５
４

－
２
４
２
９

作　

木

（
０
８
２
４
）５
５

－

２
１
１
２

（
０
８
２
４
）５
５

－

３
６
７
８

吉　

舎

（
０
８
２
４
）４
３

－

３
１
１
２

（
０
８
２
４
）４
３

－

３
０
６
２

三
良
坂

（
０
８
２
４
）４
４

－

４
５
１
１

（
０
８
２
４
）４
４

－

３
６
７
５

三　

和

（
０
８
２
４
）５
２

－

３
１
１
４

（
０
８
２
４
）５
２

－

２
７
８
７

甲　

奴

（
０
８
４
７
）６
７

－

２
１
２
２

（
０
８
４
７
）６
７

－

３
１
２
６

農
村
環
境
保
全
に
取
り
組
む
支
援
制
度

○助成金額（助成対象となる活動から選択）

助成対象となる活動 助成額となる
作業単価

１ ）資源の適切な保全
管理
　①農用地の法面
　② 農道・水路（ため
池含む）の草刈

　③道普請
　④水路泥上げ
　⑤年２回まで

15円/㎡

２ ）施設の補修（畦畔・
道路・水路・ため池
など）

（材料代＋作業単価）
÷２

３ ）荒廃農地の復元作
業 50円/㎡

４）畦畔管理の省力化
　①短草張芝
　② 防草シート併用グ
ランドカバープラ
ンツ（シバザクラ
相当）

250円/㎡
1,000円/㎡

５ ）景観形成などに配
慮した活動
　（花木の植栽）
　① 鑑賞木
 （樹高20～ 80㎝程度）
　②球根物
　③種子物

1,000円/本

150円/個
100円/袋

６）地域環境の向上
　① 落水管理（事業対
象面積の50％以
上実施）

　② 啓発関係（研修会
開催）
③ 環境保全（水中昆
虫・植物保護）

5,000円/10a

一律10,000円/年

一律50,000円/年

三
次
市
堆
肥
購
入
費
補
助
金

18広報みよし10月 ■
MIYOSHI 2007 NO.43

19 ■ 広報みよし10月
MIYOSHI 2007 NO.43



●
問
い
合
わ
せ
先

く ら し 役 立 ち 情 報く ら し 役 立 ち 情 報

納税相談はいつでも
気軽にご相談ください。

【課税内容】財務部課税室市民税グループ
　　　　　 （0824）62-6122　 （0824）62-6137
　　　　　 kazei@city.miyoshi.hiroshima.jp

【納付方法】財務部収納室収納グループ
　　　　　 （0824）62-6127　 （0824）62-6352
　　　　　 shunou@city.miyoshi.hiroshima.jp

●市県民税（３期）
●国民健康保険税
 （４期）
納期限は
10月31日（水曜日）です。

　

複
数
の
金
融
機
関
か
ら
自
分
の
支
払
い

能
力
以
上
の
借
金
を
行
い
、
返
済
困
難
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
「
多
重
債
務
」
と
言

い
ま
す
。

　

多
重
債
務
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
の
生

活
費
の
不
足
を
補
う
た
め
と
い
っ
た
、

ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で
始
め
る
こ
と

が
多
い
も
の
で
す
。
一
度
だ
け
の
借
入
れ

で
終
わ
ら
せ
る
つ
も
り
が
、
手
軽
さ
や
便

利
さ
か
ら
、
ま
た
借
り
て
し
ま
う
…
。
こ

う
し
た
こ
と
は
誰
に
で
も
起
こ
り
え
る
事

で
、
一
部
の
浪
費
家
に
限
っ
た
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
多
重
債
務
に
陥
る
と
、
金
銭
問

題
だ
け
で
な
く
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ

て
、
仕
事
に
身
が
入
ら
な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
く
な
る
と
い
っ
た

多
く
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

① 
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
、「
返

済
の
た
め
の
借
金
を
し
な
い
」
こ
と　

が
大
事
で
す
。

② 

返
済
が
困
難
に
な
っ
た
ら
早
め
に
、
適

切
な
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

市
役
所
生
活
相
談
グ
ル
ー
プ
で
も
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

市
役
所
東
館
１
階
生
活
相
談
グ
ル
ー
プ

相
談
日
時

　

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　

９
時
〜
16
時

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
部
ひ
と
づ
く
り
推
進
室

 

生
活
相
談
グ
ル
ー
プ

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２
２

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

hito@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

消
費
者
の
窓

深
刻
化
す
る
多
重
債
務

無
料
調
停
相
談
会

○
と　
　

き　

11
月
６
日（
火
）10時

〜
15
時

○
と
こ
ろ　

三
次
市
文
化
会
館

○
相
談
事
項

　

民
事
… 

不
動
産
、
登
記
、
金
銭
、
交
通

事
故
、
損
害
賠
償
な
ど

　

家
事
… 

相
続
・
遺
産
分
割
、
夫
婦
・
親

子
関
係
、
遺
言
な
ど

○
主　
　

催

　

財
団
法
人
日
本
調
停
協
会
連
合
会

●
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
地
方
裁
判
所
三
次
支
部
庶
務
課

（
０
８
２
４
）
６
３

－

５
１
４
１

   月の
 納税
10

詳しくは、国税庁のホームページをご覧ください。
国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

税を考える週間
（11月11日～11月17日）

少子・高齢社会を迎えたわが国の、
税のあり方について考えてみませんか？

平成19年度から適用される
主な税制改正事項
○ 電子証明書を有する個人
の電子申告にかかる所得
税の特別控除
○ 電子申告における第三者
作成書類の添付省略
○国税のコンビニ納付
○地震保険料控除の創設
○税源移譲の実施
○定率減税の廃止

イータ君
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広 告

里山林整備事業（交付金事業）
　森林自然体験活動の支援、鳥獣被害防止や景観保全を目
的とした森林整備、地元産間伐材の利用促進、森林ボラン
ティア活動の促進など、里山林対策のための事業を実施。
事業の公平性・透明性を確保するため、市内の森づくり実
践者、地域精通者などで構成される協議会において、実施
事業の採択を行います。

ひろしまの森づくり事業
　平成 19 年４月から導入された森林税を財
源に、県内の各市町で森づくり事業が行われ
ます（５か年事業）。　森林を県民共有の財
産として次世代に引き継ぐため、三次市でも
森づくりの事業を実施していきます。
　ひろしまの森づくり事業には大きく分けて
２つあります。

　事業のくわしい内容については広島県・三次市のホームページをご覧ください。
●問い合わせ先　産業部ふるさと農林室農林振興グループ
 （0824）62-6163　 （0824）64-0172　 nourin@city.miyoshi.hiroshima.jp

環境貢献林整備事業（補助金事業）
　スギ・ヒノキの人工林のうち、15
年以上手入れがなされずに放置され
た森林が対象となります。水源かん
養能力の低下や土砂災害を防ぐため、
緊急に整備が必要な人工林について、
倒木処理や間伐推進などを実施し、健
全な人工林への誘導をはかります。森
林調査の後、対象となる森林の所有者
と協定（20年間の皆伐制限など）を
結び、整備事業を実施します。個人負
担１万円 /ha。

里山林整備のための提案事業を募集します！！
　三次の豊かな森林を守り、次世代に引き継いでいくた
めの市民の皆さんからの事業提案、地域や団体で取り組
まれる事業を募集します。提案いただいた事業を協議会
で審議し、採択された事業を実施していきます。

森林所有者の方へ………………
　森林の役割を最大限に発揮させ、
次の世代へ引き継いでいくために、
ひろしまの森づくり事業にご協力
ください。所有されている山林を
ご確認いただき、森林の手入れが
できないままになっている場合は
ぜひご相談ください。事業の緊急
度や必要な手入れなどを総合的に
判断し、事業対象を判定します。

提案
事業

広島県
事業の採択と
補助金の交付

三次市
事業計画の策定
事業の実施・
 成果の公開

みよしの森づくり協議会
地域ニーズの集約、実施事業の
審査・採択・成果の検証など
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世
界
の
川
を

知
る
カ
ヌ
ー
イ

ス
ト
と
し
て
有

名
な
野
田
知
佑

さ
ん
と
、
キ
ャ

ン
プ
を
し
な
が

ら
江
の
川
を
下

る
カ
ヌ
ー
ツ
ー

リ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。
普
段
と

は
異
な
る
視
点

か
ら
周
辺
風
景
を
眺
め
、
自
然
の
世
界
を

満
喫
し
、
川
を
は
じ
め
多
く
の
自
然
の
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
　

き　

10
月
27
日（
土
）、28
日（
日
）

●
と
こ
ろ　

 「
江
の
川
カ
ヌ
ー
公
園
さ
く

ぎ
」を
中
心
と
し
た
江
の
川

●
対　
　

象　

中
学
生
以
上

●
募
集
人
数　

30
人

●
参
加
費　

２
０
，
０
０
０
円

●
内　
　

容　

 

カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
、
野
田

知
佑
さ
ん
の
川
談
義
な
ど

●
申
し
込
み
締
め
切
り　

10
月
19
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
政
策
担
当

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２
５

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

seisaku@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
開
催
！！

　

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
、
キ
ャ
ン

プ
場
で
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
野
外
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

は
こ
の
研
修
会
を
通
し
て
キ
ャ
ン
プ
が
好

き
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

●
実
施
日

　

第
１
回　

11
月
10
日（
土
）〜
11
日（
日
）

　

第
２
回　

12
月
８
日（
土
）〜
９
日（
日
）

　

第
３
回　

１
月
19
日（
土
）〜
20
日（
日
）

　

第
４
回　

２
月
16
日（
土
）〜
17
日（
日
）

　

※
４
回
と
も
１
泊
２
日

●
募
集
人
数　

20
名

●
参
加
費
用

　

初
回　

４
，
５
０
０
円

 

（
保
険
料
・
食
費
な
ど
を
含
む
）

　

２
回
目
以
降　

３
，
０
０
０
円

 

（
教
材
費
・
食
費
な
ど
を
含
む
）

●
申
し
込
み
期
間

　

10
月
10
日（
水
）
〜
11
月
４
日（
日
）

●
申
し
込
み
方
法

　

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
営
備
北
丘
陵
公
園

 

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

　

キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
係

　

〒
７
２
７

－

０
０
２
２

　
　

庄
原
市
上
原
町
１
３
０
０
番
地　

（
０
８
２
４
）７
２

－

８
８
０
０

は
つ
ら
つ
介
護
教
室

　

家
庭
で
介
護
を
し
て
い
る
人
や
こ
れ
か

ら
介
護
を
す
る
立
場
に
な
る
人
を
対
象
に

し
た
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
と　

き　

10
月
24
日（
水
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
と
こ
ろ

　

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

　
（
三
次
市
東
酒
屋
町
敦
盛
５
１
８

－

１
）

●
講　

師

　

三
次
看
護
専
門
学
校
専
任
教
員

●
内　

容

　

高
齢
者
の
体
調
の
整
え
方

　

認
知
症
の
高
齢
者
へ
の
接
し
方

　

か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
の
動
か
し
方

　

尿
漏
れ
し
に
く
い
オ
ム
ツ
の
あ
て
方

●
定　

員　

30
名

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
電
話
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

（
０
８
２
４
）６
２

－

５
１
４
１

（
０
８
２
４
）６
２

－

０
９
５
４

カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
’07 

 
in 

江
の
川 

参
加
者
募
集

―

野の

田だ

知と
も

佑す
け

さ
ん
の
世
界
を
聞
こ
う―

宮
の
本
第
20
〜
26
号

古
墳
見
学
会

　

三
次
市
向
江
田
町
宮
本
で
発
掘
さ
れ
て

い
る
７
基
の
古
墳
の
現
地
見
学
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
と　

き

　

10
月
20
日（
土
）　

13
時
〜
14
時
30
分

●
と
こ
ろ

　

 

三
次
市
向
江
田
町
宮
本
（
中
国
バ
ス

「
塩
町
」バ
ス
停
か
ら
北
東
に
２
・
２
㎞
）

　

※ 

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
乗

り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）広
島
県
教
育
事
業
団
事
務
局

 

埋
蔵
文
化
財
調
査
室

（
０
８
２
）２
９
５

－

５
７
５
１

　

当
日
の
問
い
合
わ
せ
先

（
０
９
０
）１
６
８
０

－

９
３
４
２
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ケーブルテレビ

●三次市広報番組 ●

第３期地区のケーブルテレビの加入契約申込手続きは
11月末までにお願いします！
　三次市が施工しているケーブルテレビ伝送路敷設工事は、今年度の第３期地区（吉舎町、三良坂町、甲
奴町）整備で完了します。第３期地区のケーブルテレビの加入契約申込手続きは11月末までにお願いしま
す。なお、12月以降に契約申込手続きをされますと、来春のサービス開始に間に合わない場合があります
ので、あらかじめご了承ください。
　加入契約の申し込みは、㈱三次ケーブルビジョンまたは各支所（吉舎・三良坂・甲奴）で受け付けていま
すのでお早めにご相談ください。
●問い合わせ先　㈱三次ケーブルビジョン（三次市十日市東5-19-1） （0824）65-2211　 （0824）65-0066
　　　　　　　　吉 舎 支 所 （0824）43-3113　 （0824）43-3062
　　　　　　　　三良坂支所 （0824）44-4512　 （0824）44-3675
　　　　　　　　甲 奴 支 所 （0847）67-2121　 （0847）67-3126

お急ぎ
ください！！

ケーブルテレビインターネットサービスを一時停止します
　旧三次市および布野町の各サブセンター施設（各地区コミュニティセンター単位）のメンテナンスを行
います。このため、ケーブルテレビインターネットおよびIP電話サービスが一時的に利用できなくなり
ます。利用者の皆様にはご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
　※利用者の皆様にはメールなどで別途ご連絡します。
●停止時期：10月～ 12月上旬の１日　　●停止時間：８時30分～ 17時30分

アナログテレビのままではテレビが見られなくなるのですか？Q
　現在のアナログテレビ放送は2011年７月24日までに終了し、地上デジタル放送に完全移行します
が、それまではアナログテレビでもテレビを視聴することができます。
　地上デジタル放送移行後もアナログテレビで視聴することができますが、地上デジタルチューナー
または地上デジタルチューナー内蔵のDVDレコーダーなどを取り付ける必要があります。また、ケー
ブルテレビの場合、ケーブルテレビ用のSTB（セットトップボックス）を設置する必要があります。
（ただし、いずれの場合でもアナログ画質となります）

A

◎
「
み
よ
し
夢
通
信
」（
15
分
）

毎
日
３
回
放
送
中

　
（
７
時
15
分
／
12
時
15
分
／
19
時
30
分
）

○
金
曜
日
の
夜
の
放
送
開
始
時
間

　

18
時
／
19
時
／
20
時
／
21
時
／
23
時

○
土
曜
日
の
昼
ま
で
の
放
送
開
始
時
間

　

７
時
30
分
／
12
時
30
分

▼ 

金
曜
日
の
夜
か
ら
土
曜
日
の
昼
ま

で
の
放
送
（
７
回
）
は
、「
き
ん

さ
い
ワ
イ
ド
」（
30
分
）
の
中
で

の
放
送
と
な
り
ま
す
。

▼ 

番
組
内
容
は
毎
週
金
曜
日
に
更
新

し
ま
す
。

●問い合わせ先　総務企画部情報室CATVチーム （0824）62-6168　 jouhou@city.miyoshi.hiroshima.jp
　　　　　　　　㈱三次ケーブルビジョン （0824）65-2211　 （0824）65-0066

ケーブルテレビQ＆A
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１）10月募集住宅 募集戸数：各１戸、募集期間：10月22日（月）～10月31日（水）
 （※入居適格者が募集戸数を超える場合は抽選となります。）

住　宅　名 場　　　所 月額家賃
（月収による） 構造・間取り等 収入要件

（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

下原住宅111号室
 （平成15年度築）

十日市西二丁目
 1955番地 20,900円～ 耐火４階建、

２LDK、水洗

政令月収額200,000
円以下（高齢者世帯、
障害者世帯などの場合
268,000円以下）の世
帯

①現在、住宅に困っていること。
②申込者と同居親族が、税金およびその他の料
金を完納していること（非課税世帯を除く）。

③同居者は、夫婦（婚約者、内縁関係含む）親
子を主体とした親族であること。

④申込者または同居親族が暴力団員でないこ
と。

みどりヶ丘住宅12号
 （昭和62年度築）

三良坂町三良坂
 461番地116 13,300円～ 木造２階建、

３DK、水洗
天楽住宅４号棟107号
 （昭和57年度築）

作木町下作木
 828番地１ 11,500円～ 簡易耐火２階建、

３DK、汲取り
伊賀和志住宅１号棟101号室
 （昭和54年度築）

作木町伊賀和志
 226番地３ 8,100円～ 簡易耐火平屋建、

３DK、汲取り
宇賀住宅３号棟３号
 （昭和61年度築）

甲奴町宇賀
 1205番地2 12,500円～ 木造２階建、

３DK、汲取り
中塚ハイム８号棟１号
 （平成５年度築）

君田町東入君
 332番地1 17,200円～ 木造２階建、

３DK、水洗

２）随時募集住宅 募集戸数：各１戸、受付・審査後入居可能
住　宅　名 場　　　所 月額家賃

（月収による） 構造・間取り等 収入要件
（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

伊賀和志住宅２号棟202号室
 （昭和55年度築）

作木町伊賀和志
 226番地３ 10,500円～ 簡易耐火２階建、

３DK、汲取り
政令月収額200,000
円以下（高齢者世帯、
障害者世帯などの場合
268,000円以下）の世
帯

①現在、住宅に困っていること。
②申込者と同居親族が、税金およびその他の料
金を完納していること（非課税世帯を除く）。

③同居者は、夫婦（婚約者、内縁関係含む）親
子を主体とした親族であること。

④申込者または同居親族が暴力団員でないこと。
祇園住宅６号
 （昭和54年度築）

甲奴町小童
 1011番地 11,900円～ 簡易耐火２階建、

３DK、汲取り

松ヶ瀬団地ー特定公共賃貸住宅ー
３号棟１号室
 （平成６年度築）単身者用

君田町東入君
 240番地 18,000円 木造２階建、

１DK、水洗 政令月収額200,000
円を超え601,000円
以下

①現在、住宅に困っていること。
②申込者が、税金およびその他の料金を完納し
ていること。

③申込者が暴力団員でないこと。
松ヶ瀬団地ー特定公共賃貸住宅ー
４号棟２号室
 （平成６年度築）単身者用

君田町東入君
 240番地 21,000円 木造２階建、

２DK、水洗

３）申し込みに必要な書類　市営住宅の申し込みをされる際には、所定の入居申込書をご提出ください。
●申し込み・問い合わせ先　建設部あかるい住宅室
 （0824）62-6161　 （0824）62-6166　 jutaku@city.miyoshi.hiroshima.jp
　　　　　　　　　　　　または各支所地域整備グループ

市営住宅入居者募集

　

三
次
市
初
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

で
、
次
の
物
件
が
落
札
さ
れ
ま
し
た
。
物

件
・
落
札
価
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※ 

物
件
の
所
有
者
、
落
札
者
に
つ
い
て
の

個
人
情
報
に
関
す
る
質
問
は
お
答
え
で

き
ま
せ
ん
。

公

売

情

報

県営住宅入居者募集（平成19年10月定期募集）

●募集住宅　三次市内の県営住宅のうち、新たに空家が生じた住宅
●受付期間　10月29日（月）～31日（水）（最終日消印有効）
●受付時間　８時30分～17時
　　　　　　※ 募集住宅、申込方法および申込資格などについては、10月22日（月）から受付に備えつける申込

みのしおりおよび募集一覧をご覧ください。
●受付・問い合わせ先　広島県ビルメンテナンス協同組合県営住宅管理グループ
　　　　　　　　　　　　〒728-0012　三次市十日市中二丁目３-36向田ビル１階 （0824）62-6575　　

第
１
回
三
次
市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
終
了
し
ま
し
た
！

置物
落札価格　18,500 円

物件４

備前焼（大壷）
落札価格　200,000 円

物件１●
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
部
収
納
室

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
７

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
５
２

shunou@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp
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図
書
館
コ
ー
ナ
ー
11
月
の
行
事

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

訓
練
講
座
等･

案
内

●申し込み・問い合わせ先　広島北部地域職業訓練センター
　 ・ （０８２４）６２－８５００
●ホームページをご利用ください。　http://www.nhvtc.ac.jp

● 

定
員
に
な
り
次
第
、
受
け

付
け
を
締
め
切
り
ま
す
。

※ 

時
間
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

行事名 日時 対象
三次市立図書館 （0824）62－2639　　　 （0824）63－2861
このほんだいすきぷーさんの会 11月３日（土）10：30 ～ 幼児から
たんぽぽ 11月10日（土）14：00 ～ 幼児から
ぐるんぱ 11月14日（水）10：30 ～ 幼児から
トトロのよみきかせ 11月24日（土）15：00 ～ 幼児から
君田図書館 ・ （0824）53－7050
ばんびのお話し広場　 11月24日（土）13：30 ～ 幼児・小学生
布野図書館 （0824）54－2111　　　 （0824）54－2429
絵本の会「空色のたね」 11月17日（土）10：30 ～ 幼児から
作木図書館 （0824）55－2115　　　 （0824）55－7010
絵本の会「どんぐり」 11月24日（土）10：30 ～ 幼児から
吉舎図書館 （0824）43－3444　　　 （0824）43－7272

吉舎古文書の会 11月３日（土）10：00 ～ 一般
（年会費3,000円）

おはなし広場 11月29日（木）10：00 ～ 幼児から
三良坂図書館 ・ （0824）44－2749
おはなし会 11月27日（火）10：30 ～ 幼児から
三和図書館 （0824）52－3739　　　 （0824）52－3740
読書会 11月９日（金）13：30 ～ 一般
おひざにだっこのおはなしたいむ 11月16日（金）11：00 ～ 乳幼児から
絵本の広場 11月17日（土）14：00 ～ 幼児から
甲奴図書館 （0847）67－3532　　　 （0847）67－3538
「へびくんのおさんぽ」のお話し会 11月17日（土）14：00 ～ 幼児から

職業訓練

講　　座　　名 期　　間 時間 定員
（人）

受　講　料（会員）
受　講　料（一般）

ホームページデザイン 11/５・７・９ 月・水・金 13:00 ～
17:00 20

8,000円（テキスト代込）
11,000円（テキスト代込）

シニアコース 11/12 ～ 11/26 月・水・金 13:00 ～
16:00 20

10,000円（テキスト代込）
12,000円（テキスト代込）

インターネットコース 11/１～ 11/26 月・木 18:30 ～
20:30 20

9,000円（テキスト代込）
11,000円（テキスト代込）

デジカメ画像処理・
はがき作成コース 11/20 ～ 12/18 火・金 18:30 ～

20:30 20
9,000円（テキスト代込）
11,000円（テキスト代込）

弥生会計コース 11/26 ～ 12/20 月・木 18:30 ～
20:30 20

9,000円（テキスト代込）
11,000円（テキスト代込）

中間管理職研修
（リーダーのための実践心理学） 11/15・16 木・金 ９:00 ～

16:00 20
17,000円（昼食費込）
20,000円（昼食費込）

【参考】委託訓練

講　　座　　名 期　　間 時間 定員
（人） 申　込　先

住まいの補修講習 11/17 ～ 11/22
（６日間）

９:00 ～
16:00 20

三次市シルバー人材センター
広島北部地域職業訓練センター

果樹剪定講習 11/19 ～ 11/22
（４日間）

９:00 ～
16:00 20

ITビジネス科 11/１～２/29
（４カ月）

９:00 ～
16:00 20 各公共職業安定所
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11 月の主な行事
みよし運動公園（東酒屋町）
（0824）62-1994　 （0824）64-0344
２日㈮ 初期消火操法技術競技会

３日㈯・17日㈯ ジュニアテニス練習会

４日㈰ 広島県高校駅伝競走大会

10日㈯ Mリーグ

10日㈯・11日㈰
U-15ガールズ中国トレセン

中国新人王座中学生大会

11日㈰・17日㈯ ちゅーぴーカップ

18日㈰ ミズノトラッククラブ陸上クリニック

20日㈫ JA三次グランドゴルフ大会

23日㈮ U-14サッカー大会

24日㈯・25日㈰
中国U-15サッカートレセン

高体連サッカー大会

25日㈰ 広島県ジュニアソフトテニス選手権大会

みよし市営球場（東酒屋町）
・ （0824）63-1237

４日㈰・18日㈰ 高松宮賜杯第52回全日本軟式野球大会
三次地区予選大会

11日㈰ 第27回三次ヤングチャリティー軟式野球大会

カーター記念球場（甲奴町）
（0847）67-2093

４日㈰ 第59回中国五県都市対抗軟式野球大会
北部地区予選大会

広島県立みよし公園
（0824）66-3366　 （0824）66-3370
http://miyoshi-park.jp/

３日㈯・４日㈰ 第17回県北バスケットボールフェスティバル
（一般観覧可能）

５日㈪ 第24回フレンドパークゴルフ大会
（一般参加可能）

10日㈯ サウンドファクトリー’07in三次

11日㈰
第９回霧の都杯ソフトバレーボール大会
（一般観覧可能）
県北フットサルリーグ2007（一般観覧可能）

16日㈮ 三次市パークゴルフ協会月例会

17日㈯・18日㈰ 平成19年度広島県高等学校
新人バレーボール選手権大会（一般観覧可能）

18日㈰ 県北フットサルリーグ2007（一般観覧可能）
20日㈫ パークゴルフともえ会月例会
23日㈮ 三次地区剣道段位中央審査会（一般観覧可能）

24日㈯ 第17回県北バスケットボールフェスティバル
（一般観覧可能）

25日㈰ 第16回レンジャー杯ジュニアバレーボール
選手権大会（一般観覧可能）

27日㈫ 第59回広島県算数数学教育研究（三次）大会
（全体会・講演会・部会総会）

　みよし運動公園指定管理者ミズノ㈱により、「ミズノトラック
クラブ陸上クリニック」が開催されます。今夏「世界陸上大阪大
会」に出場した末續慎吾選手（短距離）、内藤真人選手（110 ｍハー
ドル）、ドーハアジア大会入賞の藤川健司選手（走幅跳）が陸上
競技の楽しさを教えてくれます。世界を舞台に活躍する選手の指
導を受けられるまたとない機会です。多くの小・中・高生の参加
をお待ちしています。
●と　き　11 月 18 日（日）10 時～ 12 時
●ところ　みよし運動公園陸上競技場（雨天の場合、みよしドーム）
●定　員　小学校高学年 40 名　中・高生 80 名（見学は自由）
●申し込み　 所定の用紙にて、10月 31日（水）までにみよし運動

公園へ持参、もしくはファックスで申し込みください。
（0824）64-0344

●問い合わせ先　みよし運動公園　 （0824）62-1994

末
すえ

續
つぐ

慎
しん

吾
ご

 内
ない

藤
とう

真
まさ

人
と

 藤
ふじ

川
かわ

健
けん

司
じ

ミズノトラッククラブ陸上クリニック開催

末續慎吾選手

内藤真人選手藤川健司選手
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ＤＡＴＡ主な行事
奥田元宋・小由女美術館 【第２水曜休館】
（0824）65-0010　 （0824）65-0012
10月26日㈮・
　　27日㈯

開館時間延長日（22時まで開館）
※お月見とロビーコンサートをお楽しみください。

10月28日㈰ 11時～／14時～　バロック音楽・チェンバロコンサート（光井安子）
～ 12月２日㈰ プラハ国立美術館展　―ルーベンスとブリューゲルの時代―
はらみちを美術館 【第３火曜休館】
（0824）53-7021　 （0824）53-2119
～ 11月19日㈪ ロビー企画展「石黒結那 デザイン画作品展」
～ 2008年
５月19日㈪ 展示室　はらみちを「りまあく」原画展

三良坂平和美術館 【月曜休館（祝日を除く）】
・ （0824）44-3214
10月20日㈯・
　　27日㈯ 10時～ 15時　無料で呈茶を行います。

11月10日㈯ 18時～　ギャラリーコンサート
～ 12月２日㈰「彩

いろど

りを求めて　美の輝き展」
美術館あーとあい・きさ  【月曜休館（祝日を除く）】
・ （0824）43-2231
10月26日㈮～
11月25日㈰ リニューアルオープン記念　奥田元宋初期作品展

三次市文化会館
（0824）63-6335　 （0824）63-6337
11月４日㈰ ヨシオカ楽器

　エレクトーンステージジョイフルライブ
11月５日㈪ 劇団四季オリジナルミュージカル　「ユタと不思議な仲間たち」

11月６日㈫ 小・中学生 秋の芸術鑑賞会　広島交響楽団
調停相談会

11月８日㈭ 小・中学生 秋の芸術鑑賞会　マイ・ハートコンサート
11月10日㈯ エリザベト音楽大学特別演奏会三次公演
11月11日㈰ 青少年の立ち直り支援交流会　講師：坂口泰
11月18日㈰ 山陽・四国地区安来節優勝大会
11月25日㈰ けんみん文化祭ひろしま’07　「民謡民舞の祭典」
11月29日㈭ イージーリスニング・ピアノの巨匠　～ジル・ガンブス
広島県立歴史民俗資料館（小田幸町）
（0824）66-2881　 （0824）66-3106
～ 11月18日㈰ 特別企画展　「最古の狩人を求めて

 －中国山地と三次の旧石器文化－」
10月12日㈮～
11月18日㈰ 歴史民俗展示室展示「比婆荒神神楽写真展」

11月10日㈯ 文化財講座「日本旧石器文化の現状と課題
 －鈴木遺跡と下本谷遺跡から－」

11月17日㈯ ふどきの丘体験教室「ガラス勾
まが

玉
たま

をつくろう」
11月23日㈮～
３月16日㈰ 歴史民俗展示室展示「ちょっと昔のくらしと道具」

人口の動き人口総数… 60,202 人（－ 36 人）
男………… 28,496 人（－ 12 人）
女………… 31,706 人（－ 24 人）
世帯総数…24,099世帯（－ 2世帯）

10 月 1 日現在
（　）は対前月比

ハローワーク三次の求人・求職状況
月間有効求職者数 1,040 人
月間有効求人数… 1,397 人
月間有効求人倍率…1.34 倍

8月分
求人募集･仕事の相談は
ハローワークへ！
（0824）62 ー 8609
（0824）62 ー 1859

交通事故多発予報
警報日…………………………… 11 月 10 日㈯
北部ブロック警報日…………… 11 月 5 日㈪
路線別注意報日（R54）………… 11 月 19 日㈪
県下一斉警報日………………… 11 月 27 日㈫
警 報 日：交通事故発生の可能性がもっとも高い日

《11 月》

降 水 量 ………… 68.0 ㎜
平均気温……………24.1℃
最高気温……33.6℃（19 日）
最低気温……14.6℃（11 日）

９月の気象

気象統計
資料による

気 象 庁

※ 住民基本台帳＋
外国人

　イベント情報や観光スポットの紹介など、三次
の旬な話題を毎週お届けします。
○放送日　毎週土曜日　11 時 55 分～
　　　　　※ 10 月から放送時間が変わりました。
○放送局　広島テレビ放送

三次市広報番組

　「命の尊さ」や「友情」「生きることの素晴らし
さ」をテーマにした最高傑作です。ぜひご家族で
ご覧ください。
○と　き　11月５日（月）18時30分開演（開場18時）
○ところ　三次市文化会館
○料　金　5,250 円（全席指定）
○チケット取扱所
　 三次市各支所、三次市文化会館、CCプラザ、
サングリーン、三次市教育委員会社会教育室

●問い合わせ先　三次市教育委員会社会教育室
　 （0824）64-1088　 （0824）64-1090
　 shakai@city.miyoshi.hiroshima.jp

三次公演開催

劇団四季

「ユタ
と不思議な仲間たち」 来て！観て！みよし
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携帯電話でも三次市の情報を提供しています。
ＱＲコードをバーコード読み取り機能付携帯電話で読み取ってください。

三次市携帯電話サイト　
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/i/
※一部の機種で、コンテンツの内容が正しく表示されない場合があります。
あらかじめご了承ください。
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発行／三次市　　編集／市長公室秘書広報担当　　〒728ー 8501 三次市十日市中二丁目8番 1号
（0824）62ー 6103　 （0824）62ー 6223　  hisyo@city.miyoshi.hiroshima.jp

三次市ホームページ　http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/

▲ 先日行われた「全国鵜飼サ
ミット大洲大会」に参加。「よ
その状況がわかり、勉強にな
る」と日坂さん。

▲ 伝統ある仕事にふれさせるため、息
子さんを鵜飼に参加させている。

　朝夕涼しく、紅葉のきれいな季節となりました。
　今年は台風の数が少ないわりに、地域によっては集中豪雨をもたら
しています。
　私も久しぶりに子どもと動物園に行き、小動物とふれあい楽しんで
いると、さっきまで晴れていたのに…？ 突然の雨。びっしゃこになっ
てしまいました。天気予報を信じていればこんなことには…。
　過去をちょっぴり、未来を見すえて、ガンバ!! 克

編
集
後
記

▲ シーズンが終わっても、鵜の
飼育が大切。特に若い鵜は、
餌の加減が難しい。

　

三
次
の
鵜
飼
で
は
、
３
人
の
鵜
匠
が
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
最
も
若
い
（
34

歳
）鵜
匠
が
日
坂
文
吾
さ
ん
。

　
「
親
父
が
（
遊
覧
船
の
）
船
頭
を
し
よ
る
の

は
知
っ
と
っ
た
け
ど
、
そ
の
姿
を
見
た
こ

と
は
な
い
し
、
鵜
飼
の
こ
と
も
全
く
知
ら
ん

か
っ
た
」。
そ
ん
な
日
坂
さ
ん
が
鵜
飼
を
始

め
た
の
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
遊
覧
船
の
船
頭

を
し
て
い
た
と
き
に
、
当
時
の
観
光
協
会
会

長
に
薦
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。
他
に
す

る
こ
と
も
な
く
、「
駄
目
で
も
と
も
と
」と
い

う
気
持
ち
で
鵜
匠
の
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

鵜
飼
は
、
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
時
間
も
行

動
範
囲
も
制
限
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
友

人
の
遊
び
の
誘
い
を
断
る
の
が
辛
い
と
思
う

と
き
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
や
生
活
の

一
部
と
な
り
、
反
対
に
「
鵜
飼
が
や
り
た
く

て
し
ょ
う
が
な
い
」そ
う
で
す
。

　
「
最
初
の
５
、６
年
は
鵜
飼
を
成
立
さ
せ
る

た
め
に
が
む
し
ゃ
ら
に
や
っ
て
い
た
。
鵜
が

か
わ
い
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ

こ
３
年
く
ら
い
」
と
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ

た
日
坂
さ
ん
。
興
味
が
な
か
っ
た
と
い
う
鵜

飼
も
、「
伝
統
を
守
る
仕
事
は
な
か
な
か
な

い
。
鵜
飼
に
携
わ
っ
た
以
上
は
一
生
懸
命
尽

く
し
た
い
」
と
、
今
で
は
鵜
飼
に
対
す
る
熱

い
気
持
ち
を
人
一
倍
持
っ
て
い
ま
す
。

　
「（
技
術
・
観
光
客
数
と
も
）
全
国
で
上

位
に
行
く
と
い
う
目
標
が
あ
る
」
と
日
坂
さ

ん
。
そ
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
、
そ
し
て
、

鵜
飼
の
伝
統
を
守
る
た
め
、
我
が
子
の
よ
う

に
愛
す
る
鵜
の
た
め
、
日
坂
さ
ん
の
挑
戦
は

こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

▲ 三次の鵜飼は手縄が長いのが
特徴。日坂さんは全国の鵜匠
の中で最も長い手縄を操る。
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 （向江田町）


